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昭和 25年 (1950)7月

日 本天文皐曾霊行

島村語太郎〈気象研究所) ・自分 i .......... L. '" _ ...~_ _ r .. +~ ~ 康波.次 (京大) ・熔衡と，~波面
~.ダイジェス卜特集 i 

量鹿取りの精度について ~ --. - ~ とを組合せたカセグレン型鏡3震に

多舷側総返しと尉慮の1/lo7ft.びソ!O~ 日本天文犠舎は去る 5)J4，5隔日 iついて

含自分1硝取をするとき，偲般的の;波大天文書拠敬箆におν、て，理暴挙年令 j ヵセグレン型倒閣系におい て.

限度に挫し得るかどうかを，心溺駒;を防i1益した.愛表された約 60のお j雨鋭簡の一方含まま聞とする紛介， 三t:
i品種~仮定して般観的に扱った 5 ~たは， いづれも最近の袋網天文』棋の i 鋭iこま求田i事， ~J\ 、るとコマが大きくな

i担t沙の}総そ示すものである.本総iって世};H倒仰は低いが，術館に獄簡

易相a太郎(叙象研究所) ・現代j制集係は新しい試みとしてとこに年代/lJ1..'た級制主コマのi帥 掛 符 側l

図本天文.史年衰の編集 ;合グイジ品スト畿を怒る.以著者か j阻よ り小さ〈なるので，削]性@あ

日本零時史筋合で現代の鰍桝iいこだいた村都 議ばものもeiること叫べられた・刷、搬船ψ

表を作る含f聾に添L、明治元年以来;いがその主総合にもナペてわれわれが~ 1 _ _ _，. 1 + b 

昭和24年までの初年聞について，iー総制改めたのでるって1 の資; 仰す(y~+z引くわ・)3
論文繍凱・酬・鮒研j径はすべて蹴係陥るととを切か;! x(グ+zりt

究所の開質等について年別に編集を 1にしておしなお協力を惜しまれな;

行った.なおその献について時いった鵡儲鮒に馴の針針いしたとき，制 i牧訟を板除いた作

定の凶!る(編集係) j留の鍛系と比較し Cみると，有Ii蜘

;球耐にした幼聞は，F=l800"ぺ1/12

綜ai!E(/1、図版高校〉・江戸時代の~支配. r= -1111.68，η=615.97，d=377.50のE主計事tされたと

昭和10年に刊行した日本天文史務{ま西暦1ω0年憤 ころ，主艇の bl=ー0.620，i!IIl鋭:'ò~=0 となり， q，費量止

の天文史絡を取りまとめたものであった治ら某後江戸 周はo
mm以内となっc大飽満足すべきものになる.こ

時代の天文配線を蒐集された.まだ鍛理は完了し:C~ れは製作治勾ド併に容易である利動もある.

ないけれども，その配餓件量生は大腹自食110，月食250，

月及び穆昆340，都皐30，淡島170，等音t950で，大

股1600-1065(天文史糾の組き)， 1066-1760 (限測

初期のもの)，及び1760以降(多少締衡な観測のゐる

もの)の三j切に分けられ亡ある.

山本ー滑(図上天文書長).OnPoUtlcal Astronomy 

天文怨渚としては民親宏祭求ずるのが勿論その本務

であるが， それ以外に枇命的な機詣誕蹴~行う必!!(:が

ある.日本の根裏t担綬度と楳f(!II時観度との厳別がつかな

いのが一般枇舎人であり，更に脳にしても， 11時刻jに

しても，!l!c暦の問胞にし Cも，天文怨右告の研究を枇合

1::主主かす必華客がちる.創:舎人がそうした問題につい亡

‘天文怨渚に見解を問えるような綴構を，天文尽の一つ

の分科として髭けるように，天文易者自身も綬野を11Ie

くする必益事があるζとを主損された.

上田植 '.i.皮量次 (;;c大) ・・~.8:&の中心線It:

づいて

1948 ~5 月 O 自の鵬文ぬピーズ臼食ル. 京都大勝

腕測隊北事IfとしてtI8l~(lJ し， ~.ーズ余Z協の=仕掛私!~臥t鍛
にIfa~慨した.フィルムからωられるピードの!.I~減のH寺

抑と月のプロフィルとから日食のf.i!J早Ti測定ψ行った.

質際の肢がjにおいては，月の般のlり1[111には llUyllの

他者戸用いた. 7ィルムでのピードの生蹴の測定{ま全JM

に瓦れば二・三γi例の{jfiが制取れるが， lIayuの怖

に2壁際主!fl.る所治:1}いために，比較的に快犯の少ない

と，(!!われる絞首~1l1に相もすナるHl倒のピードの測定航テ

利用した.1例闘の限側方松式ψ解いた紡却によって

食務時刻: 11ゐ同1"'32'.02(JST)土0・.20
中心の最接近阪雌: +0."41ま0."10

正ド湾整: ホ1."06土O."(i(S

と得られた.この級近接VEi織の仰に相泌する日食中心

線の地上の軌跡t主観測地1(京大北桜)からレえば，
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8E 32。の方向上にお1."c約 850mの距j撃で通過し

アメ P カ車置にとっては S~ 3夕方向上約 5・)111の距議

jk大同政[にとっては NW 320• 約 280111 の阻;Jr通過

したと L、う結果沙将tlられた.

塚本路間l!s(海上保安泌)日食時における水司主線例年

角の園陸化I'C。いて

水平線の前向lま大間.lr.{i雌とJ1<i!JとのjrJによって型化

ナるζ とが今l蛇犯になってf1われるようになった.水

illと紙il-:lとがjド常にi選ったときには，それに封ずる伺

正事，!&(し， アドリヤ総で;j~められた占11底的は

戸 0:33(T・-Q.).Tは気iJ.:l.QIま水のよ，沼iのitlffE

となっている，日本近海でぶm削のためそのil.:l度還が

大きく 昭和11年に捌仰で測ったもの1i-/ill 1E1古2役場..0:17 

句'()，'23となった.1948 ~ド日食の際勉"5(，1，':，とイJt互の i勾

加でj"H裁の間m~~ し℃みた.日食によるものは阪悶が

はっ会りして日射i誌も分っているからである.その結

*1まO九3くらいとなり.71<itlが，':1;に堕fじした総合と

日食で筑泌が鑓{じした場合:主同じようなfi(iになると L、

う強忽!泊りの紡兄助:鳴られた.

佐伯恒夫 (IU上天文凝)火星の極冠に"す忍研究

火心'1J;何事~~腕倣f~ ， 繊泌のï~n堅手'縦 |仙にとっ .cみる

・と，二ft制御主総分の位前になにできも一度出liin..U守
えると務までは飽められないこと.その削えたとき滋

樹越が忽;I放にできることなど制沼められた.

太助，Iml占と極冠の後退泌fJtとの胤係については，鈴

鹿伊の地盤占で
1 司令H

Jψ=bH!p 仰し HψzAErJ-umltdt

と~え， 成年についてはそれに kψJ1i!じたものと:考

え，k とl烈込E蹴h

りlゐ0巴 0，511+0.0ω6 白時3、..!ZVザ-0.0∞01時3、ゾ/べ(N'"りωG)ア2→+lOω 
となつ.cよ〈相胸ナる.し治、し1ケH織の平均でな令

t'~~n聞かWめられな1.~・なおこの椛~のイ:ßIま{l!fに本

加に渡炎されたことがらる.

静岡茂 〈尉滋図立大) ・気候の獲得周期.11;とその

原因

凶岡秀雄氏{ま日本の妖伐に 7仰年の周期艶化がある

こと ψ注狼し， 商~O IIt紀及び .Ul111;紀{まn;tl邸初であ

ったとトう沙み~由民はそのiA;iU.2lJUJが日本の火山地誕
の沼l助の択しい1時間に一致し c¥.、ること:や品出され

た.中間の向島民には還さに211そ犯にも活動の:RしL、時期

があったと思われる. 対局の!l.\~の問主主には 7∞年の

周期iま早出せない.気艇のlIi:百年の刈期資{むの隊因{ま

池球史〉内却にある岩繁の移動によって池tZ，火山の噴

火ψ必ずと火・にi也曜が高まり，災級:に敏行年のI羽期型

化事F起すのではなかろうかと逃ぺてL、る.九l!砿討に

500 年のJ~JJtII!l!(じがあることは知られ 口 、るが，よれ

ば地域刈織の治資の喜多助よりi包るものでないかと惣像

され， 岡本の気1伎の最近の寒冷期rJ_tj~ピ 1 8ω 王手厚ti土伏

角1rl大の猟にj丘いらしい.伏角のiii大{主総悩の心・も日

本にi丘ずいた"1・代におり，この頃極光の出現がuも狩

しいことは州防1氏のJ宵摘されたところでこれが合理拘

でゐる.気候の 6∞-7∞年周期箆{むの以悶lまi也球?)

内海にあり， i也総主主.火山，地11l.気候"$に-illi7)咽

係があるので.まなかろうかとさ九ている.

務用車.兇(日本大文(Jf1l:~守) ・鈴.量産流墨書撃につい

.て

VI-日月!'1(ct O，>hの附近ψ細4.t:!!占とする統lhi熔ノコ

存在することは HI・13 苦手に回中刻印.~f{:によって槌めら

れた. lU-H年以後にも \1-庇 月頃多少J~められた.

毎年の~um勤ま次のようであった〈毎11• .，平均).

1043 

4l 

45 

~..l 

1.4 

0.8 

66 2.6 

11347 

48 

49 

0 

0 

0.0 

そのl跳泊がJ)'Arrmt JIJJ銅器I誌の帆むに似'cいるこ

とは 1044~ド抑制氏が住:なした，似し r，~臼阜の近日E出

距i維は 1.40でf血球の軌道とはかなりはなれている.

然しその問に胤係がないとはL、えない J)'Arrc.il母

島は 1861~f-には b= 1.17 でるったことからして も

補者の閥係は大分深いように思える， j司岱昆のlli13!占

M泌{主今年でらるから注意潔〈般測や必需されて":る

/Jf.;繍ヲ害総・富閏弘-is(東京犬文凝〉 ・東京ヌヨt.
1':於Itd滞墨の穏健観測 (I)

限測1111).17年五正より始め，先立御'JIま.!lIJiUく文畿内の

050111 が~~S隙テ絞ったが. l!H9年四月以後iま，主導流

星鮮の山UlI切には爾方約 6.9kmの川崎市内生凶小嶋

校に凶演し，同時液測?行っている -ぽに於ける機

織!ま)>ikkor(F/3.5. r =2Ocm) 4筒?銭的した流星

儀で.800x 60。の日野である.また時々同様な Nikkor

2筒及び Wωhor大名刺カメ ラψつけたものやI:lH反

JHにも~っており， 何れも シ ンクロナス ・ モータ』によ

る1e.1'~シャターや備えでいる.

自民刷新主税堅調叫ているので，制 5された

阜の多くのものはその質現光度，砂jgの出現刻がしれ

ている.49流li!(潟441訟は79)が態修され， その内

部fまベルセウス襟7筒，双子・苦手16筋，四分儀群2箇，
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mtk 2..箇となっている.

闘は川崎との同時観測より求めた3節税ui!について

その軌道協や5託されたが，統& No. 35， 39， 42はそ

れそれ小1o.li!Amor， lcan1S， ApoJJoと航沼形が似て

いるのは興味ある事でゐる.

舗前..(錦度限測所〉 ・測量置の近似計算について

Iメトン周期を隔て L順次に朔叉I主砲の時刻のgさを

とれば b}'Sぬmnticなもの治持母られる，聞の鎗会1メ

トン周期~ 6940日とし， 1944-25及び I儲か-31の

期間にjiり之を解析した結身L.刷矧 411.86目， 1925 

年，1月1白書戸 t=oとし

-7.ゐ47+8.A72cos(L-17.。5)+0.hGICOS(2t 

-217.00) 

~mられた.この翁殺を用いて将来の朔?計算しよう

とするもので， H粉年まで遡り，謄と比粧した綬大渓

監は 33分とのことである，このE翼政はもっと長期間

の材"を世澗ナれは安，~/J、~<するとよができるだろ

うとuわれる.

須)11カ(帥度観測所〉・ラジオゾンデの貧斯を用い

た天文居続について

従*天文屈折の古典滋蛤11t位置求大績のWJ，結殊に宇野~

分.('Îの法制に就いて事R~の仮定;ò.wかれている ， 一方

天文観測から屈折常It及びその他の常.が決定され地

まま大気の修正型的総長自の不朗を補って来た. しかし天文

観測の続Iltが近年向上するに件い天文凪折のJ.!I!論は近

代叙il~との署管畿な変智駐のもとに再び線約守加えるべ
き時代にJt司令，夙にB:arzer，萩似・量It尉i.f実母に依って

制哉の大叙妖~の下』こ.値割分による天文郎折のW拶E

治i行われた.その後高府叙象眼測はIKW!的な抱沙H定

げ，貸車削減jsl';齢 制と集積されて来たので，ここに

クジオゾンデの質事専中比般的入手じ易かった 1948勾Z

1 s 1 n 0時仙11に於いて限測された館を朋いて荻原

氏の畝に沿うて計算してよるた.ラジオゾンデtま須屡集

溜ìP度重~fGf.Iずるのでー沙匙め C寝袋中の水来事4の~

.や*え蹴澗大気として寂緩い.信il:l段'の恥念砂場人

した:医に~;度分.frîの法制として突の Sつの似定.

( 1 ) lloyloの法WJ， (2) Bigulowの絵則， (3) 

Bjorknω の~1: WJ ， 少とつ c1!t際にまt~ してさ弘た.

例図21. 村山2営努 {岡本天文m究伶・問.ñ:~lrolW物

館)fAケ溜懐石について

矢野信去の簡i.dr蝿8i.J，こ費7k元年・(1704)1F.J1 ，・

ご日逃江田容Eケ瀬1ft福寺の前に浴』下した削イiの飽取が

ある.これは現在の緑間際演名郡和国や't1Jl:~瀬とよ _;.

土地で滑制寺普'現，(I:し.cレる.今lω同等に似之られ ζ

いる玄a飾舶来とよばれて来たおや仰やfの結!I!.m位

69ogr，大きttH.6x7.3x4.8 cm，比iTt3Aで磁性があ

り，隙，品ツケルル合むことによって阻イiであること

がほほ硝即された.泌』下の年月日{主主磁~IU山牛:JMなる

記載文・~Iこ元政元年・戊6>éÆ月十二FI (1688， 官)I J:l 

日〉とあるのが訟も磁からしレ.従来知られ (1.、たJu

も ?jい胆石{ま小紙(おぎ~)貌の宜保元勾・:. (1741)で笹

ケ瀬田おの獄認によってこれが貌底知られている似I'r
のものとなった.

池田徹Is'後厳準(純度叡測1fr)・ワンシャフ天頂

債の紙.眠測について

71<仰の節度卿測所で19001f.・の閉所以来2711'聞にバ

って使用していたワンシャフ災以.儀は，今般m洲の

OommonwMllh天文援からの*踏で.新たに帥JJr般制

?始める ωIJ∞ωr叡浪仰のために貸拠されることと

なった.この私!すっかり修m~量与え， J950ilQ }j21 n 
から E月6Rまで11下水海でii:JIJ'1'のバンベルヒメ~l内

儀と比較観測?行った.その脇氏mられた/.仰の齢llr

のf，{Jは 890 8' 3.つlN となり，剛夫広H災によるfl(iは

平均ナるとJ;lH.な一致!t:'比たそうである.

高木.~.i;7J図正賞 ・村上濠省{帥llrlJl測j好}・水

沼に於け~子~償凪測について

問販制所に於ては 1949年W月J:{臥プ矛 γμ，;係

者(JlJI.・てsllll霞測念行ってL・る.観測に桜J:均分ル援

する1;14-5例?-以て Iグループとし， 1胞に 4-6

グループの般測?行う. 観測の平均総監は 0.'U3J-

0.'C45租1!t. これから求めた同二r..i:r:-憎の制度I:'-U"

2伊 81.'4(10.又 JJY4MO~受制して， "U刷測所の

!)-7.5-":;肘の rate chll1lge I~ も求めている出.

切回jE.(締皮般測所〉 ・本11鯵の.淘』己創す・~光

の・5・
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水fJl怨事'割むためにラ Y プの光~.，.持てると気泡の動

〈ζとがあろ.光P・'l'8-cた腕間lζ動〈ものは湖沼カ:閑

oである治ら時間少絹1亡からEめくものについてlt¥.、ろ

いろ質践することが出来た.これは光の強さ，照明の

位置.光の色匂と闘係があるらしいが，結JQとしては

湖1eの際光泣ク制臥し，光客'7.'1・ Cたら出来るだけ速か

に湖沼少することが閉ましいとのこと.

後島泡(鈎1!l観測所).IIJItJB測に於けQkeye町併

について

災前備により時刻観測ψ符った結来事， kcyによっ

て肥鍛ナる慨には悠・に koytlrror (ある¥.，'ま u‘pping
orror)ψ{，I~ う沙むその中で OCcicl('・I1tlll 冷誤差のみク

5与えると，これは級制8の榊ずにつれて榊大ナる.lを

厳火事戸 川 ";ii~ +b~ t.n，，2 dとおい C.機銃による手伝般

6. b 影ìWJ~から)1とめた制.lI~ 1¥皿0."041. b ~ O.句 27

~得た. 仰 8 の紺tt(l((が(~し〈とも矢削除憎の大IJ、

によっ c も~~Jに控のIJI 'C くること ψポ!俊し .cいる.

住光之助..".・a...予 OI!JiC犬文伐〉 ・ IÎ~ 島幸観測に

J:Q相創価人重量

東h(天文明tこ於て峰府夜全Oð じ汚~のパ γペルヒ旬

ミlJf.年傷害，JIj¥.、'C行われ口、る凶1100凶ぽVslion

と臨むnilhHtur ぱx.;('rvnlioll の結*~比駿徐討してみ

た.事長線{ま1U4IJ五f・1年間に行われた開自の観測量'

J1h、た.先ず凶宥の tl(lOChタ12"U.T. Iこ臨し，岡子

午俄の鱒度政+O.'OIUク匁隠して， 得られた測定自立

の滋 J)(41')テUJしてみると平均 0.'003-0.'∞5伎

の備となる.これは勿愉観測jおによって問分といろい

ろの{仰がIIIるから，作蜘illlJ宥.8Uに総計してみれば紺鋳

~1人時や求めることがU.\来る.叉会問。Itl~のlJi'均から

縛られたもの ~~{il'lIことれば，これに~'J- る例へ，?lも

求められる舗である. 

• i事.efJ(純度問刷所) . "油~~頂織のスケール常

般について

浮1#天m儀の蜘UOvAluo'主従来 1"川 ..U6."'J.36が

mいられ Cいたが，これや

σ且 R+S. d!+A . T+B. t 

(似しR:000，自民乾飯の中央に於ける S阻 levuluc. 

d: 1陀叡の巾心からの陀晶 1・:!lJ泌鏡の滋度.t: ~ 

S反測定俄包慢のi13度aとおL、て.1例。益事から 1制8年に

立るt!Ot¥lep向irlω2簡のll!lill4.7ft.び1947年から 1949

4手にπる Ploindc闘の乾飯 36枚から炎々別個にこの

係量生守求めてみた.その鮪艇は殆ど発きをな一致事rR.
た.

弓滋(鈴度E則的i) ・値』量級位置計算についての考

察

阜の現位置.特にJl，j鍾ilPの埼f干の計算に闘しては，

N巴W∞mbの S，)hericalA、t"川 omylこ lri;.tollOl11ctTic

r叫lIcliOI1の'則明治場t後の結決の必嬰節度に臨じて

沿じ℃あるが，これよりtil菱重して swr∞nstantのまf

rt訟によって泊り l~Jる誤~乃施悶11-，次に列記 F る 5

泊りについ C訓べ， その中II も締!æ>>九六、と .111•われる

(0)の方法から仰られる{JIjとの並タもとめた. (絡狐

のrllの αω80"':YIまそのMi11-JIj l ，.C Proc. 等?を求める

ことや沼\P~すろ . ) 

n) 110' 80-Pn'c.， NlIt.， AIx'r.(Q，;，8o)一山p.plncc

Truo 1蜘 itioll¥ 
b) <<J， 8o-Prec.， NuL. (むら)ー→ I I 

Abcr. J 

一一歩App.ph略。

c)α。，8o，-Pr('c.， Nnl.. A以lr.(<<t.6τ〉ー→ App.ploco

'l'I'Ul¥ Pωiliou) 
d)匂， 8o，-Proc・.NIIt. (11，. 8，) ." I ~ 

A恥T. J 

-ー斗App.pJaco 

Truo I刷 ition¥
。)<<t. 8，.-N叫. (11τム)-" I ~ 

Aber. J 

一→A.pp.plo∞ 

鈴木滋f曾(泌上保安惚) ・僅昼の観位置す.，~現われ

た~宋豊富について

@宮内+rJA'トAα+BJ+Cc+Dd+E，8=8o+rJA' +Aa.' 

+Bb'+Cc'+Dd'の式に従って，毎年毎にhl&の眼{な

ほを計算して行〈と ， 年末に於ける{仰が~~ての年初の

(~(と正し〈一致しないと云うことが叫る.、ニの以I~'主

上の式中でfHL!.常般に常Iこ~r:初のfI((寄，a川 Fるために

創るものと，思われる.総つ Cそのmlま.4(Au) +.Hdb 
+C.dC+Dddの形に刊げる何である.A者「斑に後援に

よるものと，'f3.jIJによるものに分けて次々 Ap.A"と

肥せば..d (Aゅの1mま .d(A同)+AII dllとなる.

f江島常lIt11， b， c， <1， ・・・・ ~Iこ年初のíll~JU\.、ず計算す

べき日付の他~JUI.，:t Lぱ d叫， db， .dC， cr;.はすべて滑え，

更に d (Apll) ~小さくするには n に年の中央の鉱を

採倒すればL火、とえう結措少!t.ずる.各純度穏に分け

てこの路{因のために生ずる年末法を計算し貨際の範と

Jt絞して，よ〈合うことがわかった.

"ロft(班点天文書お〉・ Cb祖dJer 1lIJU1濁@地~

o.に及ぼす修理E
最近組湾1'"釜所の清水型1If¥:1主総洋の潮汐lこCIII¥Jldler

簿期のもの治>J~ lcm依存在することを見出し.その
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大会さは地琢自制輔の移動によるものとしてほぼ説明

出来る治L位相治議句ω。溢れると云うことを'指摘され

た(本合磁文研究緑告第Iをm3披).この研究にヒン

ト判リ ζ解術者P行った結J札制口氏治存9.られた法則{ま

次のこつでゐる. (1) 01跳 nωer遁糊潮か溜度嬰化に

よる平衡潮より倒自治:誼れていれば倒l動の祭舗は蹴

少し，位紺治:i世めは班舗は橋大する.(2)島望動の摂

紛が上況の想自で減少しつつある時，ある最小値に逮

ナると鍾巡動のui.HIが 1却。泣い角度だけ嬰化ずるの

で鯵汐のもI相が池み.従って極巡動の緩級{主増大し始

める.計算によれば，帥皮4o。附近で伊m位の叡輔

の (':h岨副cr迦期潮が{跡目が伺。遡れてL寸lIi.者忌i!E

動のノド伎は印刷dler湖切に 0."08減ずる.こth
lfiJlillりされる批と同制度の大きさである.更に上の第二

法制の位相迎却のm~1ま下闘に示す如〈賞際に起って

いる. {{Uffが謹l鶴ずれは潮汐{主不安定となり序4に位

相が起れる方向にillって行〈でらろうから，そうなる

とllJひ極艶化の掠簡は滋少し始めることになる.

この=診察{ま世界ゅの海洋の Obanωer遡劉慨をお食出

し，その(Îl柑の劃仲間ぺ.ll/まその宮刑執'iË~れる

であろう .そしてもしこの様な極浬鋤の振幅嬰化の機

S泌がEし1..ならば極運動のf.1l-4-の分担期に野ずる考え

方も大きな使本を濯げるかもしれなレ.

1
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須JfIカ (純度胆測所〉 ・地穆@三帥不毒事によ各自白

書E動i!I剣の短長について

地織の三車自治yf主噂のために自由:(l助迦期，即ち

Euler. Ohandlcr 掛期が延長することは阪に R∞~b

も稔怨して¥!たことであるが，近年 Heisknncnの得

た三軸の長さの結集者「用いて計算した結泉，訟Jler週

期/13.642平均太鵬臼， αl8Dωer翻!JI/ま 4.922平均

太臨81豆4草されると云う他者V得た.

属部U (卸度販制所) ..勧常叡に卸すdロッス

項@彫.

これまでの蹄度観測の報告曾では R崎町mの寂緩

L 、方がイミ充分なので一一uゆり......}5年~.~の報告に tま1..)

顎{主含まれ ζいない.W16-22.7 11'は合まれている，

1022.7-35制ま二慣に入ってL、る一一これが純度観

測から出した'tl動鴛It(iどの似の~テ及ぼずかψ計

算してみた.その結ょには O九 9邸土O."()(¥34で氏側

tcnn ~入れなかったときの留l 0."19闘と比べて殆ど

修理署のないことが分る.

中野三郎(東京天文荻) ・月@子lfol1iJlリについて

東京天文童話に於lナる 194G~fxnn 31日より 1!).J8

年I月2悶までと.J!)49年I月.5円より 11)50~r T月
四 日までの 2Scri<!喝の月の~僻周削の 0-0 及び臨

修復の修正{IU/ま次の秘になった.

(0-0)1 (0-0)11 dco d(S.D.) 

島r加工ーO.'221(30) +0.' 114(27)ー0.'054+0.' 108 

Scrics 11-0.2∞(43) +0.044 (31) -0.078 +0.12!! 

但し h は nLimb 7/{び tLimbの 0-0の平KJ• 

.4(S.D.)は位のll'?}.( )の中の般~f!は限測Il!If(.

鉄事象眼測もこの 2Scriωnuxキ 121ω.l11l!J1子われ

たが，その鉄総修正lこは少くとも同時ruphicの航者F

使用すべきであり，又千千#のま象に針2・る(0-0)α治:認

lj!.笹修正(8/1ωω〉と刷側:ある政に.I!.tわれる.

営地政旬(東京天文書提〉 ・織a"善計比較豊富鑑

r時」のiIIIJ~を O.∞l' まで臨潰するための

舵銭量産包含作って試除した給*の報告である.

Jtvx工大合質研究明より 10ω サイクルの水品

時計彩写i線で治られ，これにより 50サイクル

に分P.Jした似動で駆動する国防省~.f.1J川して配f!k

ナるのである.紙は般にtj!iれ 1伽 IIn/1Iで担み

績に 250mnt/1I.~時併の秒日線治相僻される.

6'" 6'毎にこの胞峨?すると.平均時11抑 fとtil

a時時制:仰と泡微な傾きで組制した純泉とな

って現われる. fl!f~/ま土0.OOJ5・で個取ることが出来

た.これにより作時計の是正行の附性質が聞かになりつ

つある.

宮地政旬(到!Jj(ヲ~X.~)・ 鍵度I!化について

保持と蹴測との蹄Otや 5日平均の縄度地より求める

と，保時については政京は1Iゆ'f(Jも最も不良の仰に局

ナる治主胆測につい c/ま最良の部に局している.回厚史

的に限測の紛町主観測l凶般の密度で決められ1l7+l)I!N
の形一本で磁わさ~lる.

範度の淘銅製化を最近 (194G-4.8年)の焚獅で米英

仰について求めて錫艶化よりの貯算他と比ぺ，その

0-0 から各天文系の月刊]何度の紛ll:~求めると米
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• 811犬々全7刷，土8"'-となり. !If仰11玄 17MS，

:1:28'りM となる.(制は O.ω1 .fiJ，)次に永~嬰化少求め

るため， 1940年比前のEA&!r'}<'K 3 hソJに~I砲し(，

1932-47年の食籾より)I).tU'iにおける修容と純度の

永年慶化?論じた.その給月~;f~ 日沙:}Û も安定であっ

た.仰と笑とが lIJ40年に耳r.aな髄{ヒクポしてL、る.

る1M紐皮の7K五時占ト化と J~ichcrbt・Il:l'r 1己.よ，の相努偶有
海鋤(針FK3)とめ1111に{まれなな相闘係安立があるら

しL・.

浦太郎 (Jl!x) ・トーラスの上の将位幽縞について

積分イ4猷刈つトーシスの上淵分方献交=

守宮川油期解少考える・この幼側畑川鮎，

微動しかmわれず.そのE政令Jに・キ υ，F とすれば]t'''= 

0が成立すること沙C倒的れている. F=O= 0のとき

即ちブ~(1)的に平V!i駄がなレH暑の1佐賀11伎に盟ぷされて

いるが，2P.~i~iのある時のt'J;~白そ{、:i.~日銭M俗的lこ調べ

た結栄次の~;rulがmられた. (1) 0に1I01l10tOflicな

周期解が必ず.(7-:(1:.rる. (2)トーク λの上から (1)の

Oに hOIn()oopic な刈WI併で似われる均分や除いた鎖

域についてはエルゴード悦治:成立するか， (3)者しく

は令部Oに homOL叩 icでない刈ItIJ"'tで必われる.

秋山麓 {日本F音大〉・ 4、感昼ヒルダの蒋動週鰯

平均泌動が:f-j-16ぴ'である特処小訟皐 (153)Hil山

の criticalt{'rm 0哩 21-31'+ω が作動?行うかどう

か令附べるため特別倒励の方法により本塁と土庄の繊

勘右c:.#j雌に人れ(1876 ~f.から 206\ 年ま'(:の叶>J守

行った.その~ì.)4~O の池鋤についてまだ蹴定的なこと

は云えなL、沙諸し 0=00 の刈りに l:Iinl'曲線?鈍い ζ

狩動~符つ CI.、ると似足するとそのil.I:HUlCt 41β払仮

制1140円、う似治:mられる.

併図書を ・佐久間摘ー (岡本天文研究合) ・ 1949~の

長周期及び不規則俊光星。観測也九極小

脚凶.1:¥:のこII他する日本天文1iJf'Jl!伶の伶凸O.際紛二，

佐久間氏などの岐光凪のn鋭蝦測の報告"(:ある.これ

らの観測から決定した長刈則及びイ号線II~堕光昆の極大

極小のItcま06.!il 88側である.これ?訪問k衰の主主さ

艶光島袋，剤斜1f.淡，AAV，鋭〉の淑殺と比べて 0-0

奇'幽した.

下M Oll)t¥究文書提〉 俊光星の割E.観測

.直iJ>>'!:>下保民治噛めていた photo由 ual及び，

pho加sr叩 hic滋足額の艇光星のrJn叡測は， ra後tま

しばらく中絶していたが'1ùi!Ï乾板前情~好騎によって

再び開飴された.特に国際，.RXI，，)盟(lAU)の定型

光lP.'J、蚕w守の決涜の腕に沿っ立行なわれてL、る.主

とし(Dullmcycr 1!.llcIII， Nikkor O.5cm レンズに

よるl底角幻自で， cl {必t，..， Bri， X Aur， c Ori， <l )1011， 

ρPupψi'tも・6庄野である.すでに彩子]少量芸つ七もの

の中には，PS同期治:(lflこJf.d期以上狂ったもの.回光

1孟の唱の分却益'改めなければならなレものt~， 敏例の

庄があげられ J いる.

大:.湾錫(.lIfJj(~文君主・〉 ・1竜量産の光.観測(0)

純i必4ま )1 の巡励;冶のみでな〈刈i也にも大切で~るこ

とがわかったので，そのr:n毎日WAか必'持されている.

そのため今必のよう ttmitil.!でなく.光氾的に観測する

ことがよいと以われる.Tif'fti:企..1:における他々 の改良

と質際に蹴測した粕.)4~の紺~iである.マルチプライア

ーによっ c削測すれば，錦織は 0.01秒の精度でお鏡

ずる乙と治:できると1..う.

大遇措甥 (.JU);(メ;文様}・太陽周綾部の練度分布

19-18年の日食I]~の結以J)報告と，その綾子'Jl去につ

L 、ての掛冶でまだその.I'tにはふれずいない.<亀裂1t

であるため今迄行われているようえに方法'(:1主解が~F)

れないことやぶした. コtç~泌と月の中心の悦iりテ J と

し，光険;タ JV! のベキ級般に民間し ~Jti' <のがよいこ

とがわかった.J1と太的とのtl.!'1・t2のι?パラ メータ

ーとし C含むところが今迄のヌitl‘と切っ (¥.・る.

村上.$徹 (lP{ぬ大"n・昼間流.組の濁動について

流阜の出現する敏は 1{I'タj訓切とし C唆{むしている

が.その内から制服に脳rるDle!i¥ー即ち太陥のま

わりに楠固執泊をえが¥..亡レい M川・liDlOiH洋などと

呼ばれるものψ引去ると，後りはÄII.I，~糸に属さないtJit

E印ち".!illllfifhlm"1士。、りになる士号でゐる.村上氏

はこれ?解析した結決， R.nJldlO直担lま射手出〈銀河系

の中心方向F付近〉から太掛の方に向って約20km/拙

の主主さで吹きωしているらしいとの結aに到注した.

楠回純血のものや引ぶるということは筏術的になかな

か鎌倉‘し弘、かも知れない.

古畑正放 Ol!)j(天文豪) .~墨のレーダー観測 〈篇

2軍事〉

11).1絢・8.H10日一 1281こ電気~所平磁出張所

に於て普賢阜のレーダー般測を・行なった.これと平行し

C肉眼による観測も般人のア守チaアの協力によって

行なわれた.230分間のlJb1IIJに於て肉眼のとらえた流
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皐は ]93例，レーダーのエコーは240個であって，完

全に一致したのは 30倒であった.淡墨の笹絡に観測

務・から下した重量線の足の地袋からのおき D，これの仰

角 R，Vfi星の組針光度などの聞の聞係を研究した結

=*である.

古畑正秋(東京天文護〉・ 貧SJ光の偏光について

I!H5年以来，助の光官官:(波長感度額大 A4540 

A)やmいて賀道光の偏光を観測した結果についての

報告である.東天と西天と比べると西天の方が偏光度

治:大きい.資活光がエ γケ簿昆に閥係しているという

者えの下に'JJi道簡に平行な成分ときを直な成分とを，

Lrunbort の撹散の式~mいて算出すると， これは東

天の蹴測(u'iとよ 〈一致してしJた.p~ヌの策道光には，

双子j必V1Elil君干のようなものが混在しているのではない

かと.['.われる.

畑中武夫・鈴木霊縫・喜子山史生(東京天文書餐〉

2∞ Mc太陽電波の観澗

太鮪屯波{ま最近の天文書自の革命的な分野である.をえ

随でも 19~\) 年目月に東京矢文援に於て， W1.i研究所

(現在の電波路)協力の下に設備された.2，∞.l¥1c太

F易協波受イヨ袋~によって観測に成功して以来毎日腕澱j

~制けている . この袋置の開元{まヨえのようである :

~'I'級.形弐 :4x4 エレメシ 1' ，反射費量付・ビーム

主主

マウンティング:手政赤滋儀式

偏波I萄:水• .2j$- ~Jw. : l6db (聖地鎗鉱〉

指r.jJ絵:水平方向の4~fß鱗 =20。

受信総，形式:16稼ダプルλ ーパー

N.F.: 10-15.キ存続柄:~役十KO.

‘j之~の系統測を示せば聞の如くである.また約 8 ヶ

月間の悶測によってアウトバースト(大きな'ilI波線

汲)は，多くは太腰高のフレーアに蹄溜している治む

その型に極キのタイプがあるとと，また，パースト乏

呼ばれる瞬間的な悠獲の活動度{主.前霞な太陽然動

(Ef胆〉の大腸而子午線冨渇とよい相腿巷f示 して.いる

ことなどが指摘された.

海軍F和三郎 (JI!大) ・平渉偏光フィルターの温度妓

巣に。いて

機前1折結晶の通常光と火、常光とに努すするkt!折1f3のち

がいによって生じる位相蓋を:f1JJfJし c，r.w務・令下i歩さ

せるmiJ1llの干渉偏光フィルターは， ;泊予防光と異常光と

の総t野市の箆:>>.温度によって嬰るためには。Cにつき

1A伎の波長のずれが出来る.ところ沙む こ栂額の結

dlj(麹~・な厚さ) ~合わせて一枚の結品の如<JHいる

とこの湖陵紋従事'相殺し得ることがわかった.例えば

方師事おと7K，f.1，の場合l主1: {)の限さの制合にして~J!匹

前!I~合わせるよう 1:::)IJI.，、るとよい.

再臨海啓弼 Ol!大〉 ・太陽コロ少の遺組光にヲいて

太踏のコロナの迎餌光{まコロナゅの自由貿tF.の般協

によるI成分と，太陽と地球の問に浮泌するi:tfJiの悶折

によるE成分とに分けられることが知られている.そ

のうちFの成分につb、ては， I凶折l1ll論者r"}1J1.、て胆測に

よ・〈あう棋な躍の大きさ，及び2昼間分布1111守求める療

ができる.これは僚に VI¥Ode rrul~t によって行なわ

れた杭ここでは直に倣飢粒子の節度分指令も場!I!tに

入れて淑綴った.これによって得られる分イ刷IJからF

成分の!J，tjるさ治;rr l・ l~ されるが，その必式中に一つの

facωrとして純乎の今僅に閥ずる定割分が'!Jlわれる.

この割分の彼割分銅1¥'l1主或る所で非常に鋭い樹大昔「持

ち， イ也の部分でIt~に近くなる.従ってこの樹大事'典

える古事分に羽lttナるゆ径を持った粉チ沙.h~ も F成分事'

生ずるのに役立っているわけでらる.こ のどI~簡の似{ま

光の波長と太働中心から限ilI畑iまでの11JVhl縦(OIOllgll-

ti()lI)の凶放でゐるが， コロナの阻測しfゆる部分に鮒

ずるこのI1li1t大m3-0.6 x 10-3 0川制度であること

がわかった.

宮本正太郎 ・廠湯目白(京大〉 ・閃光スベク ト，(，にお

ける吸牧織の細線への鱒倹について

闘会が皆既に近づくにつれて，太蹴の紘のスベクト

ノレは，せま泌の吸牧敏から彩府筋線に艶るのであるが，

そのうつり腿りの様子{ま太陽大級の椛必・と制射の流れ

の解との両方から興味がある.移ってI.OWな拭みIt，

W∞lleyによってなされた.この研究は，その吸制決

輸出の艶化事P瑚[漁的にもとめようとするもの'(J，まず

治t立として{城制泉の上.1'-及び謡j鰻獄態のsっとし，

その循環による輔射の流れの方程式?といた.線の"
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工土-tJ1w

の部分ではヨへレン 1・な1政協Lや似)iiし，中心部"Nま後

光作川~~える.0瓜i の1I.K 線.tNIIIのD線.及

び厳い触の犠合に主主際に求めた.その結裂のーっとし

て倒え4幻:!Jlい料・ではあるH紛切に帆のl潔い獅錦が限測さ

れることになる抗それは彩鮮の噴水辺助による籾とは

関係のないものである. Rodman が 19'ω~の 日食で

払と・めた締棋の側と¥，... 'うものは制闘に注泣が渡ると指

摘した.

高野鋼生炎 (京大) ・閃光スベク 卜Jレに於ITdIl皇鏑光

"の消失についセ

飼1主治:世行ずると諮餌スペクトル2以前うたずる. とこ

ろでその刑失が金波長についてー践に起るか，波長の

順におこるか，それとも特定の波必織に/IUの不同が起

るの.<:.あろうか，この間関{ま. ~t/ま太働大気中の主lJ鯨

晶...."-A悼 l'

. .・..，司.A.Or4-

a。

，。

.。

点/1.・‘
凶 .. .・ 輔 .. ..  fO 一ー白~由一面瓦

スペクトルの吸政係鉄とその~~411の度合(印ちi&l皮)

に削除j・ることがこの研究で明かになった.波紋併設

としては中性水孫及び水素負イオ γのそれ?とり，彩

}げの温度にこつの1場合をとって計算.した.その結集{ま

1'-4.8∞。では餌波長側から刑えるが. 1'-57∞。と

すると:Halmcr及び P制 .henの系列端では舶が遡制

することがわかった.との様子秒間測と比較すること

は興味が為る.

家元w三ii:s(東J;(天文寄)・フラウンホーフアー綿

の equivalentwidthの測定

刃fぷ天文震のfl$程遠鏡で太陽スベクトルの測光治:始

まった.これは太陽商中心部における吸収似の強さや

崎将iに測ったもので， 分散度 0.4A/nlln， ~I:I:!約 5

分である.測光には光感的模を'JfJぃ.後手fの常態tま別
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に測定された.1:事震はマイクbフォトメーターで測ら

れたが世際上の閑M~め一つは迦餌スベクトル強度の許

僚にあったようである.務者定までの結染者~J 今まで最

も信用されている Allenの測定と比較したのがこの

鼠である.イ也の測定 (M凶ders)とAlI凹のを比較し

たものとくらべて今悶の測定治工事ド常に精度がよいこと

が立設されたとみてよい.

末元主姿三郎(東京天文豪) ・弱い91J倹織の.a数果

E夜制決の理論はヌ也物理援の中心問題のHつであっ

た.そのテストの一つに吸放線強度を太陽面上の中心

都と紗の部分とで比厳ずることがらる.かつてAdam

{ま弱L、吸牧線の絵波数泉を測定し，畿の方で強〈なる

とし，その涯Il出を太陽大気の描訟にもとめたことがあ

る.;ifミ元氏はむしろ鯨波放係般の深さによる艶化の様

子に従って，線によって縁溢数援が!14なるRきだとの

見解をもっている.この測定は東京天文援の怨a遠鏡

によるもので〈官官努診照〉現在までに得られたいくつ

かの昼齢、総の縁滋数来をもとめて'-:るが，その結』裂は

まだ結論的ではないけれども，線E夜牧係数の深さによ

.る嬰化に閥係していることがうかがわれる.

石1*太-is(京大〉・:;t織の軍外スベクトルについ

て

このこ三年前にアメPカでV2鍛ロケットによる太

陽蓋外スペクトルが得られた.それに現われる.MgI 

A 2852及びMg日以2803，2796の線の中心強度守

治じようとするものである.線の湾首容で徴税式苦「用い

て原子の1!1d:'求払中心部では，後光作用と街宣起の同

右衛を考えた.MgIでは強光作用が，Mgllでは御炎が

き〈ことがわかり，中心部強度ポ計算された.例鉱依

{れ寸'れも測定値よりIJ、さいが，11、分散度の分光保・で

あり，散光等を考慮すると程度として一致カ'o.なお

現在まだ観測されていないが， St江，uo30たついても

計算した.

&a笈雄 〈東大〉 ・二三の低温度星。温度に就いて

低l!1l.度阜の滋度を ourve01 grDWthで決めようとす

る方法である.今迄行われた方法の一つは，暖牧織強

度を二つの阜で比較し，一つの占訟の温度なもとにして

他省P求めるのであったが，これは精度が惑い.今度求

皐 スベクト7裂 MK  ON  02 
， 

RD  156074 .RO 47∞ 4660 4600 

RD  182040 R2 6200 4200 4040 

RD  76396 R4 39∞ 3860 3460 

めたのはR型に崩ずる阜で， McKelJarの館にくらぺ

て，スベクトル型に，合致することが免られる.表中

間主{ま MC:区ellru・の伎を.ON， O~ の欄!ま，それぞ

れ今岡これらつの分子から求めた湖度である.

鈴木議:iE(京大) ・感昼獄星雲と新星

議皐妖星震というのは，温度の高い且を恥むにした

ガスの線設から成立っているものである.その趨淑{主

古くから新星と結びつけられていた.しかしこれらご

つの聞には賀大な柑謹がある.即ち:(i)新星の腿殺に

伴う噴出物は太陽の質量・の 10-3_10-4{訟であるにか

がわらず.H&星獄昼Z患のガス按の質五士{ま 10-!-1O-:

であるこf'(ii)膨限速度は'，iU者では毎秒数百粁であ

るに反し後1fでは十数粁以下であること，である.こ

の他になお(ili)問者の鍛の器がある.印ち新星{ましば

しば起っているからである.この鈴木氏の鋭は，新品

の線型の際のガス{主，それだけで膨服するのではなく

皐の近〈にある皐間物質な掃き寄せながら膨脹すると

いうのである.こうすると昼間物質が多いためガスの

質訟は靖加し，縫ってまた膨限速度は減少するであろ

う.これで般車j伏星雲{主新星の央銀設によって出来たも-

のとしても， もしガスが昼間物質&うまく締きそ移せる

ことができるならば，前述。)(ii)の問閣は解消する・.

ただ (iii)は盛る.

海野和三重s(東大) ・惑星燃』昼寝の暗射墜にヲいて

宮本疋太郎〈京大)・感昼獣星雲の絹射場について

惑星j伏昼寝のガスの獲11.中心lilの光?反射してい

るのではない.ガスのZ震の中で，中心星から来る極端

!J.外線鋭機の光をきをく艶えてしまって，新しいえベク

トルとし，ぞの小部分の光が我喝の級に見えるのであ

る.ところでとのガスの療の中でおこる光のエネルギ

【の艶形中，問1mになることがある.それは71<荻原子

のライマン ・アルファ (LOt)般の問題である.そのわ

けは， Lα 綿{ま共円s繊のため特に強〈なり，そのため

強烈な輔射躍を生じるのであるが，もし今泌の計算泊

りであるとすれば，ガスのælま吹~~隠{まされてしまう

答である.しかし貨際関鑓として，磁星}伏島mのガス

は比絞的小さな膨服滋lt~示しているにす tfない.

Oblllldrasekharは皐.V-'膨艇を始めると， スペクト

ル線がずれるために閥射樫が減ることを，大関厄介な

方法で計算した.最近ZanstraIま，静止している幼合

でも締射鹿が減るること示した〈本総5月鍛診.ffR).そ

の意味は吸枚後の蒋縮刷窃腿iI!fJのために捌げて間分

され，各波長毎に郷立に取扱っていた今迄の方法と堕

って来るのでちる.Zanstra iま物連F助制緩によって端
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的iこ解へi酪島した抗宮本・海1lfi'H氏の研究は正攻法 llubbleの法則が出ることがわかった.

によって問題の本質事'!P1かにしようとナるのである.

宮本氏はスベクトル線?吸収係般の大小によって2つ

の部分にわけ，JiH若者r筋立して併いた.滋野氏tままづ

lE~広な級建の方程式ヲシ解いて Z組st.ra の符配分の似ぇ:

がほほ;jEしL 、こと事，~賢明し，銘一近似として 2つに分

け，~に近似では~に敬仰に分けて解いた.岡氏の結

:WJt大限同級で Z8I附trn の見.~の.íEしいことや示し

・ている.なお古河z庚{ま島認の外側近〈で稲射能治句民〈

なるのではないか&示唆した.また潟町:1.'¥':1ま線の給協

事--1(f際に計算したが，これは制射場としては平たらい

もので，また臨射の旅れ{主主として認の部分でi包って

L、ること~カt してL 、る.

E院湖交窓is(刃!Jj{天文星第〉 ・鑓IU震におけ~ fluc-

潜水橿 (地想謝笠所)・近距磁aの窓間運動〈宵〉

恒足のささ間巡lHIJ守説明するのに， 二塁療設.あるい

は主主度符i闘m.i1t絡があるが.消7Jc氏{ま二つの速度係国

箆設やたて，先般労~， 錐im堅的鍛定法ã-胸いつっこ の

研究を額けている. この報告では，まず恒星テスベク

トル~及び総釣等級にわけて，この仮設にもとずいて

議問迷動をしらべたところ，総封~童話で明るいほど白

締結:Il!沙vJ、なことがわかった.次に各.!P.のもの漣WJ.x.

ネルギーを計算すると，等級及び塑について等しし

equipnrtition ;O:，成立してるらしい. 二つのグループ

の等Wl!iの方向{ま， それぞれ l=35200，b = +]300; 

l=]00l=+20である.

tuat~ :t'~カの舗の強さの砲事分布について 滞家事一 ・ 地銀内部布陣迭に1I:t'~限措

阜の泌.IlfJ吉川統計的に愉じる方法{ま最近 Ch帥<1rll.<;e- 地球内部脅縮退ガスとし， グィ日アル~JlI!から内部

kbllr 等によって必JI~されている.この研究はそのー の作段階における2f均宇野皮と有数核干i:tmψ計算した.

つの敬良である，~・える尽に及ぼす・他の1込のブJの強さ

の1前lJfe;1主後者の分布ltX般によって!1l.ってくる.普通は

簡2れのため一線と:Ig・え.るか，あるいは最・も近い昆だけ

が作月jしていると考えるかである. しかし本微はその

ゆ問であると思われる.例えばあるm蹴I以内』ご近ず〈

と?1i・m主li.lilになるべ~で為るから，m:くの阜の分布{ま

少いt;i1である.このような延〈の畠の稼症の陥精彩も

とめ，これ~rnぃ.c稲荷のお:の叶nや行ったものでる

み大飽の大さは Obnndrasckhnrの方法と艶らない

が，鵠分の波敏治:防げることが凡似びれた.

成将，努害一 (J東挺制1北t大).C。倒sm。叫logica叫IAppμlic:at“ion E 

。“f副 r泊khof貨査向，、島 Relatl初v峨総y

£最t迎 110仰ylo，Jor(]nn， Olller ~I対rJ1~の宇宙愉~使

関している沙むこれらはL、ずれ勝股宇宙愉の立摘に立

つ'C，その車騒動・や修正しようとするものでらる.これ

に衝しJ¥Iiloeの滋動穆的宇宙i刷まきをく別の紙念がら

出援している. &fltの樹11枯・ ・組Ht~については後者の

万古:有利なようであるが，大鶴来内の恕ブJの問胞に闘

してAIlI自がある. ところで仮託 )3irkhoπ は tlnLな

時終的でローレシツ草壁換治司王艶で， しかもつの飾5i:G祭

件をぬ・たずmカ随や範明している.この獄臓が字通会

CI'á:遣す象とナる問姐廿も問調~~賞受脱闘することが凶
来るかどうか.この研究11l13il'kboffのmプJ舗の中で

滋駒ナる物般の岱チ珍しらべた.ρ~O (ρ:携度〉の級

合lまdoSiuer宇宙と問機になり，I fubbleの速度・

臨調S激闘が得られる.また p=ゃoとすると doSiLter 

宇宙と Bin~t必n 宇宙の混合のようになって，やはり

結拠11

~p径 平均等民m: ザI主主絞術?な

1 6.72 8 

0.8 7.2 。
0.55 11 11-]2 

で平均密度{ま Uullcnの観測に会う.

湾*B・ム.銀河案外星雲の.簡について

銀河系外.fi!留がw副や形作る傾向がよ〈知られてL、

る.その集会が絡なものと縦なものが為るが，後~の

幼合について，一般相針論の Tolmnnのflfr湖第四階f，

によって術度分布そもとめた.その一例は次のようで

為る.

臨機(パーセック)]()4 5xlO' l()u oxIOS 

包合されるJM12重量 0，25 3] 250 3 x 104 

従って疎な築凶の僻認にg('i'1jな方法であるとされる.

楠木政餓〈京大) ・銀河3震の膨順について {町〉

銀河系がt.:r制していることはよく知られている. し

かし自制の他iこb11lK運動があるとして，その主主度予戸*

める研究の第四殺である.今ILl)llケフ ι ウス稲俊光星

に議〈統計で今迄に~I:J.られた緋I~と合せて茨，にすれば

:kのi極り.

fi.t~邑

Jtl.lltJカル シ'7，l.，a
聖書置~Mr濁

ヲ・".0;.'/ス穏眉智光ft!.

63 (kmj:糊〉
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